
【導入】

「⼤⼈になってからでは、報われない」

そう語る一人の男性。

話したくてもうまくしゃべれない。

真面目に授業を受けても、テストはいつも、

ひどい点。

そして、周りからの支援もなく、

怠けていると、言われ続ける。

彼は、平均的な知能に満たず、

障がい者にも当てはまらない、

境界知能だったのです。

今までは当たり前だと思っていた違和感。

「もっと早く知っていたら、

　楽な生き方があったのに...」

（少し間）

境界知能の子どもたちは、

今も苦しい思いをしています。

彼らのような存在が、見過ごされたままで、

いいのでしょうか。

本弁論では境界知能の、

子どもの早期発見の重要性を指摘し、

彼らの状況の改善策について訴えます！



【現状】

境界知能とは、IQが71以上、
85未満にある人のことをさします。
これは、平均的なIQと、知的障害とされるIQのはざまに
位置しており、子どもの14%、35人クラスに5人ほど
存在するとされています。

彼らのIQは知的障害者よりも高いものの、
知的障がいに該当する人と同じような困難を抱えています。

例えば、見る力や聞く力、想像する力などの

認知機能に困難を抱えており、漢字や板書に

苦戦し、授業についていくことが難しいのです。

実際、筑波大学の調査によると、境界知能の子供の9割が
目や耳から得た情報を理解する機能に困難を抱えている

ことが分かっています。

また、こうした自分に入ってくる情報を処理する能力が

低いため、対人面でも困難を抱えます。

相手が言っていることを理解するまでに時間がかかり、

コミュニケーションをうまくとることができず友人関係を

構築できずに孤独に陥ったり、

いじめられたりすることがあります。

実際に境界知能であった、とある男性。

彼は授業中、言葉を認識することが

難しかったと言います。実際に実演してみます。

例えば、先生の声が、ノイズのように聞こえ、

言葉を認識できませんでした。



というように言葉の一部がノイズのように

聞こえていたのです。

そのため、授業の内容を理解するにも、一苦労。

また、他人と話す際には、自分の考えを

言語化することが苦手で、

コミュニケーションを上手く取れませんでした。

そのため、周りの人と一緒に何かに取り組むことができず、

周囲の人々を見てうらやましく感じたそうです。

こうして学習面、対人面において困難を抱えている

境界知能ですが、早期から認知機能を

鍛えることで改善できるとされています。

実際、境界知能に詳しい専門家によると、早期の

トレーニングによって境界知能の子供たちの状況を

改善できる可能性が高くなると指摘されています。

また、東北大学の論文では、語彙能力に遅れのある

境界知能の子どもに対し、音読や短い文の作成を行い、

半年ほど鍛えた結果、同学年レベルまで

能力が上がることが示されました。

つまり、子どもの頃から適切な指導を行い、

能力の改善をはかることで、彼らの困難を解消できるのです。

しかし、この境界知能には大きな問題があります。

それは、彼らが境界知能であると、気づけないこと。

彼らは、日常会話等、普通にできる



こともあるため、周囲からは怠けていると

見られることが多いのです。

このため、なぜ自分ができないのか

わからず、苦しみ続けてしまいます。

先ほど述べた境界知能の彼も、子どもの頃は、

勉強などで怠けていると見られることが多くありました。

さらに、言語化が苦手であったことから、自分の困難を

伝えることもできず、ひとりで悩み続けたのです。

現在、政府は明確な障がいを持つ子どもに対して、

「通級指導」を設けています。

「通級指導」とは、学校の中で、生徒が普通学級に

在籍しながら、それとは別の少人数学級を編成し、週に数回、教師

がそれぞれの困難に合わせた指導を行うものです。

例えば、言葉を話すことに難を抱えている

生徒に言葉の発音指導を、発達障害を抱える生徒には

集中力の養成や個別の学習指導が行われます。

しかし、「境界知能の子ども」に対しては、

こうした指導がなされていません。

そもそも行政から把握されておらず、明確に障がいと

分類されない彼らには、支援がないのです。

そのため、困難を抱えていても、

他の子供たちと同じように扱われます。

実際、岐阜県各務原（かがみはら）市の調査では、

境界知能の生徒の約8割が、普通学級の中で、支援を受けないま
ま、普通の生徒と同じ指導で生活していました。



つまり、境界知能にあたる子どもは他の障害同様、

支援が必要であるにもかかわらず、見落とされ、

困難とともに

学校生活を送るのです。

【問題点】

私は先週、境界知能の方にお話を聞きに行きました。

彼は普通に話すことができ、話していると境界知能で

あることを忘れてしまうほどでした。

しかし、彼は幼い頃から生きづらさを

抱えて生きてきたのです。

自分の苦しさを誰にもわかってもらえないまま、

大人になっていく。

彼の抱える生きづらさは、私には想像できないほど、

苦しく、孤独なものでした。

もっと早く見つけていれば、もっと早く解決出来ていたら、

彼はそんな苦しい思いをしなくて済んだのではないだろうか。

そう思い、私は今、ここに立っています。

このままでは、境界知能の子どもたちは、違和感を

一人で抱えたまま大きくなってしまいます。

誰にも気付かれず、何の支援もないまま

苦しんでいる子どもたち。

彼らを救うことが、政府に求められている

役割ではないでしょうか。



【理念】

私の理想は、境界知能の子どもが困難を抱え続けることなく、

自分らしく、生きていける社会です。

自分らしくとは、自分の得意なことに

自信を持って挑戦できることです。

早期に発見し、この先の困難やつまづきを少しでも、

減らすことで、自信をもって、自分の強みを生かして

挑戦をすることに繋がるのです。

そのために、一刻も早く彼らの特性を把握し、

支援を届けることが重要になります。

【プラン】

そこで私は２点のプランを提案します。

1点目は、小中学校での知能検査の実施です。

具体的には、現在小中学校で行われている定期健康診断に

合わせて知能検査を行います。

この知能検査には、現在世界二十数か国で使用されており、

信頼性の高いＷＩＳＣと呼ばれるテストを利用します。

これは、4つの指標でIQを数値化し、理解力や読み書き能力、推測
力といった能力を図るものです。

この検査を行うことで、境界知能にあたる生徒と、

その困難を確実に把握します。

さらに、検査により境界知能であることが分かった場合には、親と子

供に対し、境界知能であること、指導によって改善可能であることを

知らせます。

また、希望に応じて指導につなげることとします。



これにより、境界知能の子供たちを早期に

発見し、見過ごされることを防げるのです。

しかし、現在彼らには支援制度が設けられていません。

現状、境界知能であると把握されても、改善するための指導を

確実にうけられるわけではないのです。

そのため、彼らが境界知能だと把握された後、

確実に支援へ繋げることが重要になります。

そこで2点目のプランを提案します。
それは境界知能の子どものための指導教室を設けることです。

この指導教室は、普通学級に在籍しながら、週に数回、教師がそれ

ぞれの困難に合わせた指導を授業とは別に行う、という

現在行われている通級指導と同じ形態をとります。

実際に、各務原市では、境界知能にいる

生徒を知能検査によって把握し、個別の指導に繋げた結果、

生徒の困難を解消することが出来ました。

例えば、学習に困難を抱えており、

授業も手つかずだったある生徒。

彼は、検査の結果、「書き」と「計算」の知能に

困難を抱える、境界知能にいるとわかりました。

そこで、その２つの指導を重点的に行った

結果、どちらの知能も向上し、標準レベル

まで押し上げることができたのです。

このように、境界知能の子どもたちを把握し、支援に繋げる

ことができれば、それぞれが抱える困難を改善することが

できるようになるのです。



【締め】

いま境界知能で苦しんでいる子どもたちは多くいます。

しかし、周りの支えがあれば、普通の人と

変わらず、生きてゆけるのです。

そして、子ども時代は、そうした支えて

くれる人に出会えるかどうかで

人生が変わる、まさに分水嶺。

自分が境界知能と分かっているかどうか、

支援があるかどうかが非常に重要なのです。

境界知能にいる子どもたちが、

困難から解放され、

自分らしく生活出来る社会の実現を願って、

本弁論を終了させていただきます。

ご清聴ありがとうございました。


